












































 製作は図 2 に示す手順で行った。第 1 行程の基本構想 
・設計にて仕様の決定と各種強度計算を実施、第 2 行程 
で設計を元に 3DCAD を用いてモデルおよび図面作成を 









求される強度の計算を行った。設計条件としてピストン直径 Dp、ストローク Sp、軸出力 Lnetを設
定し、計算から高温側行程容積 VSE、回転数 n、各種作動空間寸法を決定した。以下に高温行程容
積および回転数の計算式を示す。なお、Pmeanは平均作動ガス圧である。 
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先に決定した項目を元に作動ガスの圧力変動を求めて P-V 線図を作成し、図示出力 Li から設定
した軸出力を満たすか確認を行った。以下に作動ガスの圧力 P と体積 V の計算式および図示出力
Wiと軸出力 Lnetの計算式を示す。なお、作動ガスの最高圧力を Pmax、最低圧力を Pmin、クランク
角をθ、位相角をα、温度比をτ、低温側行程容積を Vsc、行程容積比をκ、図示仕事を Wi、機械
効率をηmとする。また、図 3 に本エンジンの P-V 線図を示す。 
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 製図の工程では 3DCAD を用いて各部品の 3D モデルを作成、アセンブリにて組み合わせること
でエンジン全体のモデルを作り、各部位に干渉がないか確認を行った。その後、全体のアセンブリ
モデルから組立図 1 枚、各部品の 3D モデルから部品図 17 枚を作成した。モデリングおよび作図に




































































































































































































表 3 に今回エンジン１台の製作に要した時間と費用の一覧を示す。また、表 4 に現在行われている
機械工作実習の概要を示す。 
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 表 3 に示す様にエンジン一台の製作時間は約 52[h]、     表 4：機械工作実習概要 
費用は約 6000 円であった。一方、表 4 に示す様に機械 
工作実習の授業時間は約 24[h]であり大幅に時間が不足 
している。一台のエンジンを複数人で担当することで製 
作自体は可能と考えられるが、汎用機の数に 4 台という 
制限があること、旋盤の作業量が他の汎用機に比べて倍 




















 ・機械工作実習に模型スターリングエンジン製作を適用するには 10 人程度で 1 台のエンジンを
製作する必要があり、効果的な実習として適用することは難しいことが分かった。 
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